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特 集

次
ペ
ー
ジ
は
、
委
員
会
報
告

➡

堀堅一議員の発言の
一部取り消しを

堀議員の一般質問の「議会だよ
りに関わる部分」について取消
動議が他の議員から出されまし
た。議会運営委員で協議の結果、
一般質問の内容にふさわしくな
いことから該当する発言の削除
を決定しました。
これを受け、本会議で審議の結
果、該当部分の削除を賛成多数
で議決しました。

可決!!

平成29年度　大町市病院事業会計　61億円余

決算審査特別委員会

　　　  

　　 本会議

芸術祭文化振興事業（第１回北アルプス国際芸術祭事業）
1億5545万円余

●北アルプス国際芸術祭
　実行委員会負担金
　………………8300万円

●信濃大町アーティスト・
　イン・レジデンス事業
　推進協議会負担金
　………………  170万円

　ほか

議案第65号
大町市中心市街地
振興条例制定

◦大町市中心市街地を対象

◦集客施設等を新設・全部改修を対象

◦助成額100分の５相当、5千万円以内

◦固定資産税・都市計画税３年間免除

◦平成35年３月31日まで５年間に限る

地域支援事業費
1億2803万円余

●介護予防包括的支援事業
　…………………… 4151万円余

●地域支援任意事業
　　介護者慰労金支給事業（226人）
　　……………………2260万円

　　介護用品券（おむつ引換券）
　　交付事業（166人）
　　…………………   392万円余

　ほか

幼稚園・認定こども園
運営支援事業
1億8945万円余

●施設型給付費（市内３幼稚園）
　………… 1億8416万円余　ほか

建設中のこまくさ幼稚園

地域を大切にする医療に期待（総合診療科）

「龍
たつ

」パトリック・トゥットフオコ

　特別委員会において、より一層の収益確保と経費削減に努めるべ
き等の意見があり決算不認定となったが、本会議においては認定と
した。認定にあたっての各議員の考えは「討論沸騰」（P16）を参照。

平成29年度
一般会計歳出

その他の審議案件

決算額189億円余

第５次総合計画
スタート

安心して住み続けられる
持続可能な

まちづくりをめざして !!

認不定

可決

© 2017 Japan Alps Art Festival Executive Committee,
 Photo by Tsuyoshi Hongo.
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

総
務
産
業
委
員
会

市
職
員
の
育
児
休
業
に
お
け

る
待
遇
を
改
善

現
行
２
分
の
１
を
１
０
０
分

の
１
０
０
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が

違
い
は
。従

来
、
１
年
休
暇
を
取
る
と

２
分
の
１
、
半
年
勤
務
し
た
と
み
な

し
て
昇
給
に
反
映
し
て
い
た
が
、
改

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
活
動
促
進
協
議

会
へ
の
負
担
金
１
３
０
万
円
の
積
算

内
訳
は
。ロ

ボ
ッ
ト
借
料
、
講
師
謝
礼
、

消
耗
品
等
で
あ
る
。

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ
の
募
集

に
つ
い
て
、
定
員
、
募
集
方
法
は
。

初
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

約
30
名
を
募
集
す
る
予
定
。
公
平
性

確
保
の
た
め
に
も
多
く
の
児
童
を
受

け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
、

教
え
る
側

の
人
材
育

成
も
行
っ

て
い
く
。

社
会
文
教
委
員
会

大
町
病
院
の
個
別
外
部
監
査

契
約
に
つ
い
て

国
内
の
自
治
体
病
院
で
、
資

正
後
は
１
０
０
分
の
１
０
０
の
１
年

勤
務
し
た
こ
と
と
な
る
。

条
例
改
正
後
の
影
響
額
は
。

現
時
点
で
の
育
児
休
暇
取
得

者
は
５
名
で
あ
り
、
毎
年
同
程
度
で

推
移
し
て
い
る
。
影
響
額
は
、
年
額

10
万
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

中
心
市
街
地
振
興
条
例
制
定

平
成
35
年
3
月
31
日
ま
で
の

時
限
付
き
の
理
由
は
。

期
限
に
つ
い
て
は
、
集
中
的

か
つ
効
率
的
に
投
資
す
る
た
め
で
あ

る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
15
年
以
上
が
経
過
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
中
心
市
街
地
活

性
化
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
事
業

金
不
足
比
率
が
基
準
を
超
え
た
病
院

事
業
会
計
は
過
去
に
あ
る
か
。

過
去
に
は
い
く
つ
か
あ
っ

た
が
、
平
成
29
年
度
は
１
会
計
の
み
。

こ
れ
ら
の
病
院
は
改
善
が
図

ら
れ
て
き
た
か
。

経
営
改
善
が
さ
れ
て
き
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

生
活
困
窮
者

支
援
事
業
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
支
援
業
務
委
託

に
つ
い
て
詳
細
を
聞
き
た
い
。

は
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
効
果
、
継

続
性
と
い
う
面
で
は
課
題
が
あ
っ
た
。

短
期
間
で
集
中
的
に
投
資
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
。

事
業
期
間
を
短
期
間
と
す
る

こ
と
で
、
公
正
性
、
公
平
性
を
損
な

う
の
で
は
。

何な
に
人び
と
で
も
申
請
で
き
る
制
度

で
あ
り
、
審
議
会
へ
の
諮
問
、
答
申

を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

公
正
性
、
公
平
性
は
担
保
さ
れ
る
。

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の

学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
の
中
の
任
意
事
業
と

し
て
国
が
推
進
を
求
め
て
い
る
。
市

で
は
、
今
年
度
か
ら
生
活
保
護
世
帯

の
子
ど
も
を
対
象
に
学
習
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
に
対
し
て
試
験
的
に
実

施
し
て
い
る
。

国
保
特
別
会
計
の

財
政
調
整
基
金

財
政
調
整
基
金
の
積
立
を
行

う
理
由
は
何
か
。

国
保
の
運
営
主
体
が
県
に
移

管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
市
は
激

変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
期
間
は
６

年
間
で
あ
る
。
県
か
ら
指
定
さ
れ
た

納
付
金
額
は
全
額
納
め
る
必
要
が
あ

り
、
国
保
加
入
者
か
ら
の
保
険
料
未

納
分
も
市
が
県
に
支
払
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
県
へ
の
納
付
金
額

が
上
が
る
こ
と
に
備
え
、
基
金
の
積

立
を
行
う
。

平
成
30
年
度

大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算

美
麻
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

事
業
の
完
了
時
期
は
。

大
塩
、
二
重
、
新
行
地
区
の

測
量
業
務
は
終
了
し
て
い
る
。
平
成

35
年
度
完
了
予
定
で
あ
っ
た
が
震
災

等
の
影
響
が
あ
り
、
現
在
認
証
請
求

事
務
を
進
め
て
い
る
が
完
了
時
期
は

未
定
で
あ
る
。

合
併
算
定
替
え
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
が
合
併
算
定
替

え
で
減
額
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

激
変
緩
和
期
間
の
現
状
は
。

合
併
算
定
替
え
に
つ
い
て
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
制
度
適
用
期
間
と

な
り
、
合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
5

年
間
の
縮
小
期
間
に
入
っ
て
い
る
。

途
中
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
伴
い
、

総
務
省
の
算
定
方
式
が
変
更
さ
れ
、

今
年
度
に
お
い
て
は
、
縮
減
額
が
７

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
施
設
へ
の
空
調
設
置
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

今
夏
の
異
常
な
酷
暑
に
よ
り
、

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る

声
が
全
国
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。
文

部
科
学
省
の
今
後
の
予
算
措
置
に
つ

い
て
動
向
を
聞
き
た
い
。

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

の
項
目
の
中
に
、
空
調
設
備
や
ト
イ

レ
改
修
等
が
該
当
す
る
項
目
が
あ
り
、

予
算
の
大
幅
な
増
額
が
あ
る
と
の
情

報
が
あ
る
。
詳
細
は
ま
だ
不
透
明
で

あ
る
が
、
文
科
省
は
２
０
１
９
年
度

予
算
の
概
算
要
求
で
公
立
学
校
施
設

整
備
に
約
２
４
０
０
億
円
を
盛
り
込

む
と
聞
い
て
い
る
。

子どもたちの暑さ対策は急務！

経営健全化を求められる大町病院

中心市街地の活性化策となるか

議員が
質
ただ

した
９月定例会

委員会報告

総務産業委員会と社会
文教委員会での審議の
内容を要約してお知ら
せします。
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
決
算
の
評
価
と
平
成
30
年
度

財
政
運
営
の
方
針
は
。

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の
開
催
を
は

じ
め
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
費
負
担
金
、
あ

す
な
ろ
保
育
園
、
第
2
屋
内
運
動
場
な
ど
の
大
型

事
業
に
加
え
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
基
金
へ
の
積

立
等
で
総
額
１
８
９
億
５
４
０
０
万
円
余
、
歳
入

面
で
は
、
市
税
収
入
が
42
億
８
千
万
円
余
、
普
通

交
付
税
49
億
５
千
万
円
余
、
実
質
収
支
額
は
４

億
５
３
８
０
万
円
余
の
黒
字
と
な
り
、
歳
出
面
で

は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
初
年
度
と
し
て
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
。
水
道
会
計
で
は
、
純
利

益
が
９
３
０
０
万
円
、
原
水
供
給
収
益
は
３
１
０

０
万
円
余
、
温
泉
引
湯
事
業
の
純
利
益
は
２
０
０

０
万
円
余
、
公
共
下
水
道
事
業
の
純
利
益
は
２
４

０
０
万
円
余
と
経
営
は
引
き
続
き
良
行
で
あ
る
。

大
町
病
院
の
決
算
と
新
改
革
プ
ラ
ン
の
現
状
は

新
改
革
プ
ラ
ン
と
年
度
末
に
策
定
さ
れ
る

経
営
健
全
化
計
画
の
違
い
は
何
か
。

「
新
改
革
プ
ラ
ン
」は
総
務
省
よ
り
示
さ

れ
た
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
平
成
28
年
度
末
に
策
定
し
た
計
画
で
、

平
成
32
年
度
の
黒
字
化
を
目
指
し
経
営
改
善
を
図

る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
一
方「
経
営
健
全
化
計
画
」は
、

先
の
新
改
革
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
を
前
倒
し
て
進

め
る
計
画
と
す
る
ほ
か
、
い
つ
ま
で
に
何
を
行
い
、

い
く
ら
削
減
で
き
る
か
な
ど
改
善
策
を
よ
り
具
体

化
し
、
早
期
に
資
金
不
足
解
消
と
経
営
健
全
化
を

図
っ
て
い
く
計
画
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

作
家
へ
の
支
払
い
の
確
認
は
し
た
か

フ
ラ
ム
氏
の
会
社
の
実
績
報
告
書
で
は
、

作
家
へ
の
支
払
い
は
、
平
成
28
年
に
３
４
５
２
万

円
、
平
成
29
年
に
は
３
２
２
７
万
７
千
円
と
あ
る
。

実
行
委
員
会
は
支
払
い
の
確
認
を
、
作
家
に
直
接

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
確
認
し
た
の
か
。

作
家
に
は
直
接
確
認
し
て
い
な
い
。

多
額
な
公
金
を
使
用
し
た
事
業
で
あ
り
、

市
民
に
代
わ
っ
て
そ
の
使
途
が
確
実
に
実
行
さ
れ

て
い
る
か
確
認
す
る
責
務
が
あ
る
。
市
長
は
厳
格

な
検
証
作
業
を
指
示
す
る
か
伺
う
。

請
負
事
業
で
は
直
接
契
約
者
の
履
行
確
認

は
す
る
が
、
下
請
け
の
確
認
は
行
っ
て
い
な
い
。

芸
術
祭
作
家
と
フ
ラ
ム
氏
の
会
社
が
契
約

書
を
交
わ
し
た
後
に
、
フ
ラ
ム
氏
か
ら
値
引
き
交

渉
が
あ
り
、
契
約
書
の
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
な

い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
弱
い
立
場
に
あ
る
作
家
に

配
慮
し
て
調
査
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

市
長
は
調
査
を
命
じ
る
か
伺
う
。

そ
の
作
家
名
を
公
表
す
れ
ば
調
査
す
る
。

値
引
き
の
実
態
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

赤
字
の
法
人
税
申
告
そ
の
内
容
は

芸
術
祭
実
行
委
員
会
は
、
本
年
５
月
法
人

税
確
定
申
告
を
し
た
。
２
２
６
９
万
円
余
の
赤
字

申
告
だ
が
、
実
行
委
員
会
の
決
算
は
、
大
町
市
に

５
７
０
０
万
円
の
寄
付
を
し
た
上
で
72
万
円
余
の

黒
字
決
算
だ
。
赤
字
申
告
を
可
能
と
す
る
非
収
益

事
業
会
計
費
用
費
目
の
法
的
根
拠
の
説
明
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

税
務
署
の
指
導
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
。

市
長
は
、
大
町
病
院
を
抜
本
的
な
改
革
を

す
る
と
し
て
い
る
が
ど
ん
な
改
革
か
。

固
定
的
な
経
費
に
メ
ス
を
入
れ
て
い
く
。

人
件
費
が
原
因
だ
と
思
う
が
、
具
体
的
に

手
を
つ
け
る
の
か
。

29
年
度
は
い
く
つ
か
の
経
費
削
減
で
２
０

０
０
万
円
ほ
ど
削
減
し
た
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

人
件
費
の
削
減
に
取
り
組
む
。

具
体
的
な
数
字
は
出
せ
な
い
の
か
。

29
年
度
の
決
算
か
ら
見
る
と
、
資
金
収
支

で
3
億
円
ほ
ど
の
改
善
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ま

で
の
取
組
み
で
半
分
の
改
善
が
見
込
め
る
。
残
り

の
半
分
は
人
件
費
を
主
体
と
し
た
削
減
を
図
る
。

人
件
費
の
削
減
は
労
働
条
件
の
変
更
に
な

り
、
職
員
の
生
活
に
影
響
が
出
る
。
労
働
組
合
へ

は
い
つ
提
案
す
る
の
か
。

人
件
費
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、

職
員
数
、
給
与
水
準
の
両
面
か
ら
見
直
し
を
か
け

る
。
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
組
合
と
協
議
す
る
。

い
つ
か
ら
実
行
す
る
の
か
。

新
し
い
体
制
は
平
成
31
年
4
月
か
ら
だ
。

病
院
へ
の
繰
出
し
金
が
毎
年
度
ご
と
に
増

え
て
い
る
が
病
院
へ
の
繰
出
し
金
は
無
制
限
か
。

無
制
限
で
は
な
い
。
早
期
に
健
全
経
営
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

市
民
に
と
っ
て
地
域
医
療
の
持
続
は
最
重

要
課
題
で
あ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

大
町
病
院
が
、
こ
の
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
回
芸
術
祭
の

客
観
的
な
検
証
を

虹
と
緑
の
会　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ
が
問
う

健
全
財
政
は
引
続

き
維
持
で
き
る
か

政
友
ク
ラ
ブ　

小こ
ば
や
し林　

治は
る

男お

が
問
う

大
町
病
院
の
具
体

的
経
営
改
革
は

市
民
ク
ラ
ブ　

大お
お

厩ま
や　

富と
み

義よ
し

が
問
う

大町市の人口が日一日と減少していくが入りを
図り出を制する取り組みを（大町市役所庁舎）

固定資産台帳にのらない作品

早急に外部監査を受け、経営健全化計画を
策定し、公表しなければならない大町病院

核
心
部
分
が
闇
の
中
で
は
、

市
民
は
納
得
し
な
い

平
成
18
年
の
合
併
以
降
最
大
の

決
算
の
評
価
と
財
政
運
営
は

ま
と
も
な
病
院
経
営
が
、

地
域
医
療
の
存
続
、
市
民
の
安
心
だ
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
、
保
健

室
に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
普
通

教
室
に
は
一
部
を
除
き
扇
風
機
も
な
か
っ
た
。
普

通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
保
育
園
・
児
童
ク
ラ
ブ
も
早
急
に
計
画

す
べ
き
だ
と
思
う
が
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

学
校
の
エ
ア
コ
ン
は
普
通
教
室
に
つ
い
て

は
全
室
未
設
置
の
状
況
に
あ
る
。
扇
風
機
は
年
次

計
画
で
進
め
て
き
た
が
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
文

部
科
学
省
の「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
」

に
要
望
を
提
出
し
て
い
る
。
だ
が
、
市
の
負
担
も

多
額
に
な
る
の
で
実
態
に
即
し
た
制
度
改
正
も
含

め
要
望
し
て
い
き
た
い
。
保
育
園
・
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
設
置
は
検
討
し
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認
は

大
阪
北
部
地
震
で
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
、
女
子
児
童
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が
発

生
し
た
。
市
内
の
小
中
学
校
や
公
共
施
設
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
現
状
と
、
通
学
路
や
民
間
の
道
路
脇

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認
は
ど
う
か
。

大
阪
の
事
故
を
受
け
、
点
検
し
た
と
こ
ろ

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
高
か
っ
た

が
、
安
全
の
範
囲
内
と
判
定
し
た
。
通
学
路
は
安

全
確
保
と
必
要
に
応
じ
改
修
に
努
め
て
き
た
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
位
置
付
け
て
な
か
っ
た
。
今
後
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塔
、
灯
篭
な
ど
倒
壊
の
恐
れ
の

あ
る
構
築
物
も
実
態
把
握
に
努
め
て
い
く
。
個
人

所
有
の
構
築
物
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
所
有
者

に
改
善
を
お
願
い
し
、
安
全
に
努
め
て
い
く
。

７
月
の
集
中
豪
雨
で
高
瀬
川
の
堤
防
が
欠

損
し
た
。
災
害
マ
ッ
プ
で
は
、
❶
重
要
水
防
区
域

に
５
か
所
指
定
さ
れ
て
い
る
。
想
定
外
の
水
量
に

耐
え
う
る
か
。

想
定
外
の
洪
水
流
量
が
発
生
し
た
場
合
は

護
岸
等
の
施
設
が
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

高
瀬
川
の
橋
脚
に
は
多
く
の
流
木
が
掛
っ

て
い
る
。
早
急
に
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。

建
設
事
務
所
と
立
会
の
上
撤
去
を
す
る
。

豪
雨
で
の
水
害
に
対
し
て
、
素
早
い
避
難

行
動
が
と
れ
る
指
導
と
体
制
は
出
来
て
い
る
か
。

住
民
自
ら
も
地
域
の
状
況
を
よ
く
知
る
こ

と
が
重
要
。
防
災
マ
ッ
プ
を
通
じ
た
防
災
意
識
の

高
揚
と
訓
練
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

障
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を

障
害
児
の
市
内
で
の
生
活
支
援
拠
点
が
少

な
く
、
他
地
域
で
生
活
し
て
い
る
。
大
町
病
院
の

活
用
を
図
っ
て
、
支
援
拠
点
と
し
て
は
ど
う
か
。

在
宅
で
介
護
が
出
来
な
い
場
合
に
短
期
間

の
入
所
が
出
き
る
看
護
態
勢
が
整
っ
た
施
設
が
無

く
不
安
の
声
も
あ
る
。
障
害
者
支
援
法
に
は
空
き

ベ
ッ
ド
を
利
用
す
る
、
空
床
利
用
型
の
医
療
型
短

期
入
所
と
い
う
医
療
区
分
に
基
づ
く
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
大
町
病
院
活
用
は
大
北
圏
域

自
立
支
援
協
議
会
と
と
も
に
検
討
す
る
。

  

そ
の
他  

　
奨
学
金
制
度
を
、
給
付
希
望
者
が
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
所
得
要
件
を
緩
和
す
る
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

障
害
者
雇
用
制
度
に
よ
り
、
一
定
割
合
以

上
の
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
障
が
い
者
が
自
立
で
き
る
社
会
を
築

く
こ
と
が
目
的
で
法
定
雇
用
率
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
民
間
企
業
２
・
２
％
。
地
方
公
共
団
体
２
・

５
％
。
大
町
市
役
所
の
現
状
は
ど
う
か
。

本
庁
及
び
支
所
が
１
・
71
％
。
教
育
委
員

会
が
２
・
14
％
。
市
立
大
町
総
合
病
院
２
・
09
％
。

全
体
で
１
・
87
％
。
法
定
雇
用
率
２
・
５
％
以
下

で
あ
る
。
今
後
、
障
害
者
雇
用
に
積
極
的
に
努
め

た
い
。

法
定
雇
用
率
達
成
が
で
き
に
く
い
分
析
は
。

雇
用
側
は
障
が
い
の
状
況
に
対
応
す
る
施

設
整
備
や
個
別
支
援
の
人
材
確
保
等
が
必
要
と
な

る
。
雇
用
さ
れ
る
側
は
、
体
力
面
及
び
対
人
関
係

構
築
へ
の
不
安
等
が
あ
り
、
個
別
の
障
害
特
性
に

理
解
あ
る
職
場
が
見
つ
か
り
難
い
現
状
が
あ
る
。

就
労
継
続
支
援
の
就
労
移
行
支
援
、
❷
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
・
❸
Ｂ
型
の
利
用
状
況
と
課
題

は
。

就
労
移
行
支
援
は
延
77
名
。
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
は
延
49
名
。
Ｂ
型
は
延
１
０
９
８
名
の
利

用
実
績
で
あ
る
。就
労
移
行
支
援
は
、市
内
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
が
な
い
。
Ａ
型
は
、
最

低
賃
金
が
保
証
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
希
望
に
足

る
事
業
所
が
な
い
。
Ｂ
型
は
就
労
訓
練
施
設
と
な

り
、
工
賃
が
低
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

全
国
的
に
虐
待
事
例
が
あ
る
。
防
止
策
は
。

各
自
治
体
に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
虐
待
案
件
に
は
迅
速
に
対
応
す
る
。
市
民
や

雇
用
主
等
へ
の
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

学
校
や
保
育
園
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

日
本
共
産
党　

松ま
つ

島し
ま　

吉き
ち

子こ

が
問
う

豪
雨
で
の
水
害
対

策
は
万
全
か

日
本
共
産
党　

平ひ
ら
ば
や
し林　

英え
い

市い
ち

が
問
う

大
町
市
の
障
が
い

者
雇
用
の
現
状
は

政
友
ク
ラ
ブ　

岡お
か　

秀ひ
で
子こ

が
問
う

猛暑だった夏。子供たちの命を守るため
に緊急の対策を（たけのこ保育園）

７月の集中豪雨により、高瀬川の堤防が
欠損して大災害寸前の池田町の現場

就労継続支援Ｂ型の
指定障害福祉サービス事業所

子
ど
も
た
ち
を
熱
中
症
か
ら

守
る
た
め
万
全
な
対
策
を

俊
敏
に
で
き
る
避
難
対
策
と

市
民
の
危
機
意
識
の
向
上
を

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と

安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

　　　　　　❷就労継続支援Ａ型
　障がいや難病のある方が、雇用契約を
結んだうえ、最低賃金以上の給与をもら
い利用する福祉サービス。

　　　　　　❸就労継続支援Ｂ型　
　年齢や体力面から、雇用契約を結んで働くことが難
しい障がいや難病のある方が、工賃をもらい軽作業な
どの就労訓練をする福祉サービス。

　　　　　　❶重要水防区域
　過去の漏水などの履歴から、水防上重要な区間を決めて、堤防の効
率的な点検と、危険箇所の早期発見をする。

用語解説？ 用語解説？ 用語解説？
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一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

大
町
市
街
地
ル
ー
ト
の
今
春
以
降
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

本
年
4
月
よ
り
自
治
会
、
商
工
会
議
所
な

ど
10
団
体
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度

下
半
期
以
降
、
市
街
地
ル
ー
ト
を
複
数
の
ル
ー
ト

帯
と
し
て
設
定
し
、
併
せ
て
各
ル
ー
ト
帯
の
評
価

項
目
の
設
定
と
比
較
検
討
を
行
い
市
議
会
、
都
市

計
画
審
議
会
へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
を
踏
ま
え
市

民
に
向
け
た
説
明
に
移
行
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
整
備
、
で
き
る
所
か
ら
で
き
な
い
か
。

現
在
、
高
瀬
川
右
岸
道
路
の
高
瀬
橋
西
詰

交
差
点
に
お
け
る
交
通
量
調
査
、
追
い
越
し
車
線

設
置
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
現
道
活
用
区
間
の
整
備
着
手
に
つ
い
て
県

に
強
く
働
き
か
け
て
行
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
浸
透
さ
せ
よ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
よ
り
浸
透
さ

せ
る
に
は
、
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
役
割
が
重
要
と
な
る
。
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
全
市
的
に
共

有
で
き
な
い
か
。
ま
た
教
育
委
員
会
内
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
サ
ー
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
的
な
も

の
が
出
来
な
い
か
。
副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
。

副
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
く
の
は
難
し

い
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

全
市
的
な
情
報
の
一
元
化
は
効
果
的
で
あ
り
、
市

と
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
空
き
教
室
等
を
利
用
し
、

学
校
ご
と
に
セ
ン
タ
ー
機
能
を
設
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。

大
町
市
の
今
後
提
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

議
案
、
提
案
、
事
業
等
の
説
明
に
つ
い
て
、
議
会

や
市
民
の
皆
様
に
ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
く

の
か
、
基
本
的
な
姿
勢
を
お
聞
き
す
る
。

　
本
会
議
に
お
い
て
発
言
の
一
部
削
除
が
議

決
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
象
箇
所
を
本

文
よ
り
削
除
し
た

市
民
の
皆
様
と
情
報
の
共
有
を
進
め
る

こ
と
が
、
行
政
の
透
明
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
の
財
政
状
況
や
各
種
審
議
会
の
検
討
状
況
な
ど

に
つ
い
て
も
、
広
報
誌
な
ど
で
随
時
公
表
す
る
こ

と
に
努
め
る
。
地
道
な
取
り
組
み
で
、
市
政
の
透

明
性
の
向
上
と
説
明
責
任
を
果
た
す
。

鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ
い
て
、
な
か
な
か

効
果
的
な
対
策
が
見
え
て
い
な
い
が
、
被
害
状
況

を
ど
の
程
度
把
握
し
、
予
算
面
も
含
め
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。
被
害
を
与
え
て

い
る
サ
ル
の
群
れ
は
15
群
、
個
体
数
は
７
０
０
頭

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
、
市
全
域
に
被
害
が
広
が
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
近
年
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ

り
畦け

い

畔は
ん

の
破
壊
と
い
う
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、

市
街
地
に
お
い
て
も
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
被
害
相
談

も
増
加
し
て
い
る
。
被
害
額
の
調
査
で
は
29
年
度

９
６
０
万
円
で
減
少
傾
向
で
あ
り
、
電
気
柵
や
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
ク
な
ど
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
一
方
で
、
電
話
等
の
相
談
が
相
次
い
で
お

り
、
農
業
被
害
額
に
見
え
な
い
自
家
消
費
農
家
の

被
害
額
増
加
や
、
被
害
に
よ
る
離
農
が
進
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
対
策
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
関
係
団
体
や
市
民
か
ら
、

状
況
や
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
策
を
進
め
る
。
予

算
面
で
は
国
庫
補
助
金
を
導
入
し
平
成
24
年
度
か

ら
電
気
柵
を
約
50
キ
ロ
整
備
し
、
本
年
度
は
平
地

区
で
補
助
金
を
活
用
し
延
長
４
キ
ロ
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
個
人
向
け
の
被
害
対
策
に
つ

い
て
は
３
０
０
万
円
を
予
算
化
し
、
要
望
が
多
い

こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。

  

そ
の
他
　  

　
北
ア
ル
プ
ス
芸
術
祭
に
つ
い
て
、
定
住
促
進
住

宅
に
つ
い
て
、
観
光
資
源
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

松
糸
道
路
開
通
は

40
年
来
の
悲
願
だ

政
友
ク
ラ
ブ　

二に
じ
ょ
う條　

孝た
か

夫お

が
問
う

説
明
責
任
は
こ
れ

で
果
た
せ
る
か
？

堀ほ
り　

堅け
ん

一い
ち

が
問
う

鳥
獣
被
害
に

つ
い
て

政
友
ク
ラ
ブ　

佐さ
　と
う藤　

浩ひ
ろ

樹き

が
問
う

松川道の駅から大町方面を臨む大北地域
の命を繋ぐ道皆の力を合わせ早期開通へ

山際に設置された電気柵

議会も市長も事実に基づいて正確に、そ
して透明性を確保した報告をするべきだ

安
曇
野
市
の
理
解
を
得
な
が
ら

出
来
る
所
か
ら
で
き
な
い
か

削
除
さ
れ
る
ほ
ど
、

ふ
さ
わ
し
く
な
い
内
容
な
の
か
？

鳥
獣
被
害
の
現
状
と

市
の
対
策
は
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一
般
質
問

質
問
し
よ
う
と
す
る
議
員
は
、「
何
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
問
題
意
識
で
」質
問
す
る
の
か
を
予
め

通
告
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、行
政
側
か
ら
噛
み
あ
っ
た
答
弁（
公
式
の
見
解
）を
得
る
た
め
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

保
育
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
、
子
育
て
支
援
課
の
考
え
は
。

新
年
度
に
お
い
て
全
て
の
保
育
園
及
び
児

童
セ
ン
タ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
方
法
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、

学
校
教
育
課
の
考
え
は
。

室
内
温
度
や
滞
在
時
間
を
調
査
し
、
可
能

な
限
り
設
置
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

体
温
調
整
が
で
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
の

教
室
は
、
早
急
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

で
き
る
だ
け
早
期
の
設
置
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
が
、
国
の
交
付
金
制
度
は
学
校
を

単
位
と
し
て
お
り
、
基
準
単
価
は
実
勢
工
事
費
の

半
額
に
も
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
実
態
に
即
し
た

交
付
金
制
度
と
さ
れ
る
よ
う
制
度
改
正
等
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
い
く
。

「
補
助
金
が
入
っ
た
ら
付
け
ま
す
」で
は
な

く「
補
助
金
が
な
く
て
も
付
け
ま
す
」と
い
う
考
え

で
な
い
と「
子
育
て
日
本
一
」を
目
指
し
て
い
る
の

に
残
念
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
関
す
る
市
長
の
考
え
は
。

比
較
的
冷
涼
な
大
町
市
で
も
、
昨
今
の
気

象
状
況
を
鑑
み
る
と
、
適
切
な
保
育
、
学
習
環
境

の
確
保
に
は
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
状
況
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
文
部
科
学

省
や
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
整
備
に
向
け
た
検

討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
を
子
ど
も
た
ち

が
過
ご
す
全
て
の
施
設
に
一
斉
に
整
備
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、
国
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ

整
備
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
。

国
の
新
森
林
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
市
の
対
応
等
と
課
題
は
。

森
林
所
有
者
の
管
理
の
啓
蒙
と
と
も
に
、

管
理
で
き
な
い
森
林
が
市
に
委
ね
ら
れ
る
。
基
礎

調
査
や
所
有
者
の
意
向
調
査
な
ど
が
あ
り
、
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
充
分
検
討
し
て
い
く
。

　
前
倒
し
で
配
分
さ
れ
る
譲
与
税
の
額
は
未
定
だ
。

林
業
技
術
改
革
や
、
所
有
者
不
明
の
森
林
や
、
有

害
鳥
獣
の
被
害
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
精
密
林
業
の

活
用
は
、
ど
の
様
に
実
践
し
て
い
く
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
林
業
の
成
長
産
業
化
を
目

標
と
し
て
お
り
、
当
市
も
レ
ー
ザ
ー
測
量
の
実
施

市
町
村
に
選
定
さ
れ
、
先
端
技
術
活
用
を
検
討
す

る
。

地
元
高
校
か
ら
県
林
業
大
学
校
に
学
ん
だ

若
者
を
、
市
の
林
務
職
で
採
用
は
で
き
な
い
か
。

林
業
は
知
識
、
技
術
が
必
要
な
分
野
で
あ

る
と
理
解
す
る
が
、
当
市
の
規
模
で
は
困
難
で
あ

る
。
国
に
お
け
る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
活
用
等
を
検
討
す
る
。

市
長
に
将
来
を
見
据
え
た

観
光
腹
案
は
あ
る
の
か

地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、
雇
用
を
創

出
す
将
来
に
繋
げ
る
観
光
施
策
は
あ
る
の
か
。
３

つ
の
観
光
協
会
の
統
合
は
で
き
る
の
か
。

３
市
村
が
戦
略
的
に
計
画
を
勧
め
観
光
客

の
滞
在
増
と
、
大
町
の
資
源
に
付
加
価
値
を
付
け

観
光
消
費
の
増
加
を
勝
ち
取
る
。
協
会
統
合
は
必

要
性
は
あ
る
の
で
助
言
し
、
検
討
を
深
め
た
い
。

平
成
20
年
度
に
は「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」を
、

平
成
24
年
度
に
は「
中
期
計
画
」を
策
定
し
、
約
10

年
間
大
町
病
院
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
経

営
改
善
に
は
結
び
つ
か
ず
、
こ
の
要
因
を
全
て
医

師
不
足
と
し
、
真
の
要
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

評
価
も
な
く
、
今
回
も
同
じ
体
制
で
経
営
健
全
化

計
画
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
計
画
倒
れ
に
な
る
こ

と
が
目
に
見
え
て
い
る
。

　
市
長
は
、
大
町
病
院
改
革
の
リ
ー
ダ
ー
を
誰
に

任
せ
た
い
の
か
。
自
治
体
病
院
再
生
屋
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
外
部
者
に
任
せ
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
通

り
現
状
組
織
の
中
か
ら
指
名
す
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
い
る
の
か
。

大
町
病
院
改
革
の
リ
ー
ダ
ー
は
事
業
管
理

者
で
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
る
の
は
病
院
事

務
長
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
人
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
市
長
で
あ
る
私
が
二
人
三
脚
で
取
り
組
ん

で
い
く
。
そ
れ
以
外
に
方
法
は
な
い
。

市
長
は
、
大
町
病
院
の
改
革
を
断
行
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
ど
の
様
に
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

大
町
病
院
事
業
管
理
者
を
通
じ
て
、私（
市

長
）が
病
院
事
務
長
を
支
え
て
い
く
。

29
年
度
新
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
は

新
改
革
プ
ラ
ン
を
年
度
ご
と
に
評
価
す
る

た
め
に「
経
営
審
議
会
」を
設
置
す
る
と
計
画
に
示

し
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
は
。

経
営
審
議
会
は
設
置
し
て
い
な
い
。

経
営
改
善
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
着
実
に

経
営
改
善
を
推
進
す
る
と
計
画
し
て
い
る
が
。

改
善
チ
ー
ム
は
29
年
度
で
解
散
し
た
。

新
た
な
森
林
管
理

法
に
市
の
対
応
は

神じ
ん

社じ
ゃ　

正ま
さ

幸ゆ
き

が
問
う

保
育
園
・
学
校
等

の
熱
中
症
対
策
は

政
友
ク
ラ
ブ　

降ふ
り

旗は
た　

達た
つ

也や

が
問
う

誰
に
任
せ
る

大
町
病
院
改
革

市
民
ク
ラ
ブ　

中な
か

牧ま
き　

盛も
り

登と

が
問
う

子どもたちの命の危険を減らすためにも、
早期にエアコンを設置すべき！

「資金不足比率」が20％を超え
異常事態となった市立大町総合病院

林業の新たな技術への挑戦と、若者が、
やりがいを持って働ける林業を目指せ

地
元
高
校
か
ら
県
林
業
大
学
校

に
学
び
市
林
務
職
で
の
採
用
を

子
ど
も
た
ち
が
生
活
す
る

施
設
に
は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
！

結
果
を
出
せ
な
い
現
体
制
下
で

病
院
改
革
は
無
理
で
し
ょ
う
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９
月
定
例
会
で
は
15
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

文
章
に
つ
い
て
は
、
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
児
の
家
族
が
、
例
え
ば

急
用
や
急
病
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
子
ど
も
を
ど

こ
か
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
の
た
め
に
、

子
ど
も
を
預
か
る「
医
療
型
短
期
入
所
事
業
」を
大

町
病
院
で
も
実
施
で
き
な
い
か
。

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
小
児
科
医
等
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

研
修
、
ま
た
福
祉
行
政
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

近
日
中
に
関
係
機
関
と
児
童
支
援
に
関
す
る
検
討

会
を
開
催
し
、
❹
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
実
現
に
向

け
て
検
討
を
進
め
た
い
。

子
ど
も
の「
運
動
遊
び
に
」つ
い
て

こ
れ
ま
で
大
町
市
が
行
っ
て
き
た「
楽
し

み
な
が
ら
運
動
を
す
る
」と
い
う
取
り
組
み
が
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
は
、
市
内
の
保
育

園
、
小
学
校
が
主
体
と
な
っ
て「
運
動
遊
び
」を
日

頃
か
ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
訴
え
た
い
が
ど
う

か
。

幼
児
期
の
運
動
遊
び
は
子
ど
も
の
心
と
体

の
発
達
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
既

に
昨
年
度
か
ら
市
内
保
育
園
で
は
年
中
児
を
対
象

に「
保
育
園
巡
回
運
動
遊
び
」を
年
２
回
実
施
し
、

児
童
セ
ン
タ
ー
で
も
未
就
園
児
を
対
象
に
同
様
の

講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
新
年
度
に
は
柳
沢
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
者
、
柳
沢
秋
孝
氏
に
よ
る
保
育
園
職

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
も
行
う
。
今
後
も
保
育

園
に
お
い
て
積
極
的
に
運
動
遊
び
を
取
り
入
れ
幼

児
期
の
運
動
習
慣
の
定
着
を
目
指
す
。

森
林
管
理
の
責
務
を
明
確
に
す
る
た
め
、

森
林
経
営
管
理
法
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
と
し
て
、
平
成
31

年
か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）の

用
途
は
何
か
。

使
途
は
森
林
間
伐
、
作
業
道
の
整
備
、
環

境
画
定
、
林
業
を
担
う
人
材
育
成
に
充
て
ら
れ
る

予
定
。
現
時
点
で
は
制
度
の
内
容
や
交
付
額
が
示

さ
れ
て
な
い
の
で
事
業
計
画
ま
で
至
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
手
入
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
森
林
の
間
伐

や
林
業
を
担
う
人
材
育
成
に
充
て
ら
れ
る
予
定
だ

が
、
市
と
し
て
は
、
松
く
い
虫
対
策
や
森
林
・
里

山
整
備
等
、
森
林
所
有
者
や
林
業
関
係
者
と
検
討

し
て
い
く
。

森
林
・
林
業
に
関
す
る
専
門
知
識
・
技
術

に
つ
い
て
の
資
格
を
持
っ
た
人
材
が
市
の
職
員
と

し
て
在
籍
し
て
い
れ
ば
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の

再
生
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。
林
野
庁
で
は
❺
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
導
入
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
役
割
は
、
森
林
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
今
後
、
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
検
討
し
て
い
く
。

森
林
資
源
に
は
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
観

光
事
業
な
ど
多
様
な
活
用
方
法
が
あ
る
。
大
町
市

と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
考
え
か
。

木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
検
討
は
し
た
が
、
維
持

管
理
の
問
題
で
断
念
し
た
。
今
後
は
、
間
伐
材
や
、

森
林
や
里
山
整
備
等
の
活
用
を
軸
に
、
山
林
所
有

者
や
林
業
関
係
者
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
活
用

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

大
町
病
院
の
経
営
の
悪
化
は
、
前
市
政
の

後
期
に
始
ま
っ
た
。
現
市
政
で
は
常
に
経
営
改
善

を
迫
ら
れ
な
が
ら
、
な
ん
の
改
革
も
な
い
ま
ま
危

機
的
状
況
に
至
っ
た
。
過
去
の
問
題
点
は
何
だ
っ

た
か
。

23
年
度
か
ら
の
７
対
１
の
入
院
基
本
料
の

施
設
基
準
を
取
得
し
、
職
員
の
増
員
を
図
り
、
収

益
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
、
医
師
不
足

に
よ
る
患
者
数
の
減
少
で
、
収
支
は
改
善
し
な

か
っ
た
。今

ま
で
の
手
法
で
は
、
病
院
の
安
定
経
営

は
実
現
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
今
ま
で
全
く
改
革

の
進
展
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
病
院
経
営
検
討
委

員
会
を
、
今
の
メ
ン
バ
ー
で
実
質
行
政
の
体
制
で

続
け
る
の
か
。

現
時
点
で
は
こ
の
委
員
会
構
成
に
よ
り
協

議
し
て
い
く
が
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
経
営
改
善

を
進
め
る
た
め
必
要
な
人
材
は
追
加
委
嘱
も
検
討

し
た
い
。長

き
に
渡
っ
て
全
く
改
善
の
進
展
が
み
ら

れ
な
い
。
病
院
経
営
は
、「
官
」の
発
想
・
行
政
主

導
で
は
で
き
な
い
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
民
間

か
ら
の
有
識
者
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
民
間
と
の

共
同
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

絶
対
的
な
改
革
を
断
行
す
る
発
想
が
必
要

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
知
恵
を

求
め
る
仕
組
み
を
作
る
な
ど
、
大
胆
な
発
想
を
取

り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

森
林
の
活
用
に
つ

い
て
考
え
よ
う

虹
と
緑
の
会　

栗く
り
ば
や
し林　
学ま
な
ぶ

が
問
う

誰
一
人
取
り
残
さ

ぬ
福
祉
の
ま
ち
へ

公
明
党　

太お
お
田た　
昭し
ょ
う
じ司
が
問
う

民
間
の
発
想
で

病
院
改
革
を
急
げ

髙た
か

橋は
し　

正た
だ
し

が
問
う

大北地域の重度心身障害児のために、大
町病院が医療型短期入所事業の実現を！

森林整備が終わり、見晴らしがよくなっ
た鷹狩山の山頂八坂側

箱モノだけが大きくなりすぎた大町病院

山
を
活
用
す
る
に
は

専
門
職
が
必
要
で
は

最
も
大
変
な
境
遇
に
あ
る
人
に
こ
そ

最
初
に
手
を
差
し
伸
べ
よ

「
官
」の
発
想
で
は
、

改
革
は
で
き
な
い
！

次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果 　　　　　　❹レスパイト入院

　在宅で障がい者や高齢者の介護をする家族が、冠婚葬祭への出席、また精神的・肉体的
な休養等ができるよう、病院が一時的に障がい者・高齢者を医療保険で入院を受入れること。

　　　　　　❺フォレスター制度
　森林・林業に関する専門知識・技術等に一定の資質を有したフォ
レスターが市町村森林整備計画の策定や行政事務を支援する仕組み。

用語解説？用語解説？
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反対

反対

原案に反対

賛成

賛成

原案に賛成

　
こ
の
条
例
は
公
平
性
・
公
正

性
に
問
題
が
あ
る
。
①
期
間
を

５
年
間
に
限
定
。
②
中
心
市
街

地
に
限
る
。
③
助
成
限
度
額
が

破
格
の
５
千
万
円
。
④
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
３
年
間
無

償
な
ど
の
内
容
に
反
対
す
る
。大和

　
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員

会
へ
の
負
担
金
・
寄
付
金
へ
の
支
出
に

反
対
。
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
医

療
・
介
護
・
子
育
て
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
。松

島

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
大
町
市
は
こ
の
芸
術
祭
を
業
務
委
託

で
実
施
す
べ
き
と
こ
ろ
を
実
行
委
員
会

で
実
行
し
て
い
る
が
、
実
行
委
員
会
と

フ
ラ
ム
氏
の
会
社
の
取
引
が
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
市
民
が
検
証
不
可
能

で
あ
り
反
対
す
る
。　
　
　
　
　

 

大
和

　
決
算
内
容
を
見
る
と
、
医
業
収

益
は
過
去
５
年
の
中
で
も
２
番
目

に
高
い
収
益
額
で
あ
り
、
急
激
な

改
革
は
病
院
全
体
の
崩
壊
を
招
く

恐
れ
も
あ
る
。
早
期
の
健
全
化
と

安
定
し
た
経
営
を
期
待
し
て
決
算

認
定
に
賛
成
と
す
る
。　
　
佐
藤

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
今
回
の
決
算
認
定
に
関
し
、
議

会
と
し
て
は
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
冷
静
に
状
況
を
見
つ
め
、
今
後

お
こ
な
わ
れ
る
個
別
監
査
報
告
の

状
況
、
今
後
策
定
さ
れ
る
「
経
営

改
善
化
計
画
」
の
策
定
を
冷
静
に

待
ち
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。　
　
　
　
降
旗

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
29
年
度
の
決
算
の
全
て
を
否
定

す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
大

町
病
院
の
医
療
従
事
者
が
培
っ
て

き
た
自
信
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

全
て
を
、
根
こ
そ
ぎ
奪
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
時
一
番
困
る
の
は
大

町
市
の
市
民
だ
。　
　
　
　
太
田

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
今
回
の
決
算
の
結
果
を
人
の
せ

い
に
す
る
限
り
、
大
町
病
院
の
再

生
は
な
い
。
私
は
自
分
の
報
酬
を

１
割
カ
ッ
ト
し
て
で
も
、
大
町
病

院
の
支
援
を
し
た
い
。
そ
の
ぐ
ら

い
に
思
っ
て
い
る
。　
　
　

  

堀

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
病
院
経
営
再
建
策
が
、
市
民
に

納
得
さ
れ
実
施
さ
れ
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
現
場
が
動
揺
し
再
建

目
的
に
支
障
が
出
る
こ
と
は
避
け

る
べ
き
だ
。
病
院
、
行
政
、
議
会
、

市
民
が
結
束
し
て
再
建
に
臨
む
べ

き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
神
社

　
中
心
市
街
地
は
現
在
で
も
伝

統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
提

供
す
る
場
で
も
あ
り
重
要
な
役

割
を
備
え
て
い
る
。
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
中
心
市
街
地
活

性
化
条
例
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
条
例
制
定
に
賛
成
と
す
る
。佐藤

　

市
税
の
歳
入
の
収
納
率
が
合
併
以

降
最
も
高
く
、
不
断
の
努
力
の
成
果
で

あ
り
、
税
の
公
平
性
の
見
地
か
ら
も
大

変
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
歳
出
は
、

第
５
次
総
合
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、

地
域
活
性
化
、
及
び
市
の
目
指
す
将
来

像
早
期
実
現
の
た
め
各
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
は
評
価
に
値
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
林

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

財
政
指
標
の
実
質
公
債
費
比
率
は

７・２
％
で
前
年
よ
り
０・２
ポ
イ
ン
ト

改
善
。
将
来
負
担
比
率
も
56
・
７
％
で

前
年
よ
り
５・１
ポ
イ
ン
ト
改
善
。
健
全

化
判
断
比
率
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る

の
で
、
財
政
健
全
化
の
堅
持
は
引
き
続

き
図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。  

岡

　

資
金
不
足
比
率
が
20
％
を
超

え
た
決
算
に
対
し
て
、
こ
れ
以
上

増
え
続
け
る
赤
字
を
見
過
ご
し
て

さ
ら
な
る
問
題
の
先
送
り
と
悪
化

を
避
け
る
た
め
に
も
、
決
算
を
不

認
定
と
す
る
。　
　
　
　
　
栗
林

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
市
長
の
経
営
改
善
に
向
け
た
対

策
を
怠
っ
た
事
が
「
資
金
不
足
」

と
い
う
危
機
的
な
状
況
を
招
い
た
。

そ
れ
が
決
算
を
不
認
定
と
す
る
理

由
だ
。
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

適
正
規
模
の
医
療
機
関
と
し
て
再

生
す
べ
き
だ
。　

 　
　
　

  

平
林

　
大
町
病
院
は
、
資
金
不
足
な
ど

財
務
状
況
の
悪
化
は
非
常
事
態
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
実
態

か
ら
今
決
算
の
認
定
を
す
る
理
由

が
な
い
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
惰
性
の
経
営
か
ら
脱
却

せ
よ
。　
　
　
　
　
　
　

  

大
厩

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

10
年
前
か
ら
監
査
の
都
度
、
経

営
改
善
が
急
務
と
指
摘
を
受
け
て

き
た
が
、
改
善
す
る
兆
し
も
無
く
、

資
金
不
足
比
率
が
22
％
に
な
る
な

ど
、
結
果
を
示
せ
な
い
29
年
度
決
算

を
認
定
す
る
事
は
で
き
な
い
。
中
牧

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
『
改
革
提
案
』　
①
市
長
部
局
に

(

仮
称)

医
療
推
進
室
を
設
け
て

事
務
部
門
の
人
件
費
を
負
担
す
る
。

②
ど
の
よ
う
な
病
院
を
め
ざ
す
の

か
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
明
確
に
す
る
。

③
事
務
長
は
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
採
用
を
。　
　
　
　
大
和

議
案
第
65
号

大
町
市
中
心
市
街
地

振
興
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
71
号

平
成
29
年
度
大
町
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
79
号
　
平
成
29
年
度
大
町
市
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

９月定例会最終
日の討論の内容
をお伝えします。

　討論は議案等の採決の前に、なぜ反
対なのか、なぜ賛成なのか議員個人の意
見を表明し、意見の異なる議員に賛同を
求めるために行われます。採決の結果は、
次ページの審議結果をご覧ください。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
と

す
る
新
た
な
助
成
金
制
度
制
定
に
つ

い
て

　
本
議
案
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
第
２
分
科
会
に
て
不
認
定
と
さ
れ
ま
し
た
。

本
討
論
に
つ
い
て
は
、
原
案
に
対
し
反
対
ま
た
は
賛
成
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

提出案件の審議結果
平成30年９月定例会 討論

沸騰!!
◇賛否が分かれた案件 出された議案・陳情に対しての「賛成は〇」「反対は●」で表示

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 虹と緑の会 市民クラブ 政友クラブ 公 無 無 無
結　
果

松
島　
吉
子

平
林　
英
市

栗
林　
　
学

大
和　
幸
久

大
厩　
富
義

中
牧　
盛
登

降
旗　
達
也

佐
藤　
浩
樹

岡　
　
秀
子

勝
野　
富
男

二
條　
孝
夫

小
林　
治
男

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

神
社　
正
幸

髙
橋　
　
正

議案第65号 大町市中心市街地振興条例制定について ●●●●○○○○○

議　
長

○○○○○○ 可決

議案第71号 平成29年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について ●●●●○○○○○ ○○○○○○ 認定

議案第77号 平成29年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について ○○○●○○○○○ ○○○○○○ 可決及び
認定

議案第79号 平成29年度大町市病院事業会計決算の認定について ●●●●●●○○○ ○○○○○● 承認

その他 堀堅一議員の発言の一部取り消しについて ○○○○○○○○○ ○○●●○○ 可決

◇全会一致で可決・承認・同意・採択された案件
議案番号等 議案名等 結果
議案第64号 大町市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 可決
議案第66号 平成30年度大町市一般会計補正予算（第4号） 可決
議案第67号 平成30年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決
議案第68号 平成30年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決
議案第69号 平成30年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決
議案第70号 平成30年度大町市病院事業会計補正予算（第1号） 可決
議案第72号 平成29年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第73号 平成29年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第74号 平成29年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第75号 平成29年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可決及び認定
議案第76号 平成29年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可決及び認定
議案第78号 平成29年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可決及び認定
議案第80号 教育委員会委員の任命について 同意
議案第81号 個別外部監査契約に基づく監査によることについて 可決
議案第82号 個別外部監査契約の締結について 可決
議案第83号 平成30年度大町市一般会計補正予算（第5号） 可決
議案第84号 平成30年度大町市病院事業会計補正予算（第2号） 可決
陳情第8号 長野県池田工業高校への支援に関する陳情 採択
陳情第9号 給食費の口座自動振替に関する陳情 採択
陳情第10号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情 採択
陳情第11号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書提出について 採択
陳情第12号 国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書提出について 採択
陳情第13号 へき地教育振興法に鑑みへき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書提出について 採択
陳情第14号 学校施設への空調設置を求める陳情 採択
議事第1号 私立高校への公費助成に関する意見書 可決
議事第2号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書 可決
議事第3号 国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める意見書 可決
議事第4号 へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書 可決
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

議会からの情報発信　5.0％ 議会の公開　1.4％

その他
2.8％

政策立案・提言機能
強化
20.4％

資質向上
20.9％

監視機能の
強化
15.4％

住民意見を聴取する
機能の充実
22.0％

議員数・
報酬の検討
12.1％

議会からの情報発信　5.0％ 議会の公開　1.4％

その他
2.8％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

議会からの情報発信　5.0％ 思わない　1.0％

思う
71.5％

少し思う
18.7％

あまり
思わない
8.8％

思わない　1.0％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

思う
5.2％

思わない
26.9％

あまり思わない
42.5％

少し思う
25.4％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

市政に関心がない 34.0％
何をしているか
分からないから
34.0％

身近に
感じないから
20.0％

その他

10.0％

住民の声が
届いていないから

34.0％

市政に関心がない 2.0％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

未回答
4.6％

あることを知らない
35.5％

その他
14.5％

未回答
4.6％

関心がないから
15.1％

時期や時間が良くないから
30.3％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

関心がない 0.55％

関心がある
50.8％

あまり関心がない
19.7％

少し関心がある
29.0％

関心がない 0.6％

少し思う
25.4％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

ある
21.8％

ない
78.2％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

その他
1.9％

未回答
0.8％

市政などの情報発信 5.1％ 国・県と市のパイプ役 2.4％
市政への
政策提言
23.4％

市政の
監視役
17.5％

住民意見の
市政への反映
31.2％

地域・組織と
行政のパイプ役
17.7％

市政などの情報発信 5.1％ 国・県と市のパイプ役 2.4％
その他
1.9％

未回答
0.8％

　8月に実施しました「市議会に関するアンケート」の集計結果について、項目の一
部を抜粋して報告いたします。
　193通の回答いただき、アンケート項目以外にも多くのご意見をお寄せいたただき
ました、皆さまからいただいた貴重なご意見は、今後の議員活動と議会運営に活かし
てまいります。ご協力ありがとうございました。
　なお、個別のご意見につきましては、今後の議会だよりに順次掲載してまいります。

　下記日程で、「市民と議会の意見交換会」を開催します。日ごろ皆様が議会や市政について疑問
に思われていること、望むこと、ご意見など、直接議員にお伝えください。
　アンケート結果から、市議会議員の役割として「住民意見の市政への反映」が最も重要であると
いう意見を踏まえ、皆様のお考えを伺いに参ります。お住まいの地区以外の会場でもご参加いた
だけます。多くの方のお越しをお待ちしております。

※託児（生後６か月以上～小学生以下）については
　事前予約が必要です。議会事務局に11月12日までにご連絡ください。

問い合わせ先：大町市議会事務局　電話０２６１−２２−１１３９

開催日時 地区 場所 出席議員

11月20日（火）
午後6時30分～8時

常盤地区 常盤公民館
（学習室

勝野富男　大和幸久　太田昭司
岡　秀子　大厩富義　　　　　

八坂地区 八坂支所
（３階会議室）

髙橋　正　佐藤浩樹　平林英市
小林治男　中牧盛登　　　　　

美麻地区 美麻公民館
（講　堂）

降旗達也　堀　堅一　栗林　学
神社正幸　松島吉子　二條孝夫

11月21日（水）
午後6時30分～8時

平地区 平公民館
（学習室）

勝野富男　大和幸久　太田昭司
岡　秀子　大厩富義　　　　　

大町地区 大町公民館分室
（学習室）

髙橋　正　佐藤浩樹　平林英市
小林治男　中牧盛登　　　　　

社地区 社公民館
（大展示室）

降旗達也　堀　堅一　栗林　学
神社正幸　松島吉子　二條孝夫

市議会に関するアンケート

意見交換会を開催します

結 果 報 告
ご協力ありがとうございました！

市民と議会の

Q 市議会の改革は必要だと思いますか？

Q 住民の皆さんの意見が市議会に反映されていると思いますか？

Q 市議会議員の役割で重要と思うことは？

Q 市議会に関心はありますか？

Q 市民と議会の意見交換会に出席されたことはありますか？

Q あまり関心がない」「関心がない」と
お答えの方の理由を伺います

Q あまり出席したことがないと
お答えの方に出席しない理由を伺います

Q 議会が改革に取り組むべき課題と思うことは？
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）

次回 12月定例会 は
　11月27日 開会予定です

本会議の
生中継

傍聴をご希望の方は議会棟２階
事務局までお越しください

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

インターネットと市ケーブ
ルテレビで放送しています。
録画・再放送もご覧いた
だけます。

生徒会副会長

西
にし

沢
ざわ

 亜
あ
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み

さん

生徒会副会長

中
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村
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さん

副議長
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た
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 蒼
そう

大
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さん

文化祭実行委員長
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ま
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市民の皆様の声を議員が取材してつくる
「みんなのひろば」です。
第３回目は大町岳陽高等学校の
新生徒会へのインタビューです。

❶中学校の時に、岳陽の体験
入学に参加したら雰囲気が
良かった。

❷母の姿を見て介護士に憧れ
ました。

❸山に囲まれていて自然が豊
かなところ。

❶新しい学校で校風が合って
いると思ったからです。

❷出版関連の仕事に関わりた
いと思っています。

❸空気が澄んでいる。

❶岳陽高校を選んだ理由は、
校舎が綺麗だったためです。

❷将来の夢は、外交官になっ
て世界に貢献することです。

❸大町市の良い所は、
　住民の方々が優しい所
　だと思います。

❶校舎が新しい所。
❷警察官。
❸ご当地キャラの
「おおまぴょん」

　が可愛い所。

❶岳陽で行っている探究活
動に興味をもったため。

❷士
さむらい

業の仕事をしてみたい。
❸山が綺麗なところ。電車

内から見える山景色が
非常にきれい。

❶新設校だった
から。

❷大学に進学し
て、語学を学
びたい。

❸自然が豊か。

〜新生徒会に聞く〜

取材に
ご協力いただき
ありがとう
ございました

❶ 岳陽のいいところは？
❷ 将来の夢は？
❸ 大町のいいところは？

大町市議会 議会中継

傍聴席は60席

Vol.3
大町岳陽高校


